
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                表紙                     メイン目次 

 

【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 加藤政幸 

ドイツ在住の日本人ギタリストで、2008 年に帰国、その後は日本で活躍ということです。 

◼ ジークフリート・ベーレントの所属するギター・マンドリンオーケストラで弾かせてもらいました。演

奏会直前は、普通は指慣らしや爪の手入れをしたりとナーバスになるのでしょうが、ベーレントは、直

前までタイプライターで事務作業をやっていて、出番になるとステージにスッと出てパット弾いちゃう

そうです。 

◼ ドイツで驚いたのは、演奏会で現代曲が多く演奏されていること。子供のうちから普通に現代曲を聴か

せているそうで、小学生の音楽の授業で、ブリテンの「ノクターナル」を聴かせて、感想を尋ねたりア

ナリーゼをしたりしているそうです。 

◼ ヘルマン・ハウザー・ギター財団の代表を務めています。エクアドルでギター教育をしている方にギタ

ーを贈るとか、楽譜やＣＤの出版を行っています。 

◼ コンクールを主催していて、ヒナステラやホセのような難曲を弾く人が、簡単に見えるバッハの小品が

演奏できないのを多く見ました。易しい曲なんてないんですね。ブリームも言ってました「みんな、ラ

グリマは易しいと思っているだろう。でも録音するとなると大変なんだ」と。 

◼ ドメニコーニの「砂山変化」は、私が、日本の民謡に素晴らしい曲が沢山あると紹介して作ってもらい

ました。彼は、日本のわび・さび、機知を知っている人です。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 橋爪晧佐】  

マンドリンで有名な同志社香里中学校に入学してマンドリンクラブでギターを弾いていましたが、本当に

面白くなくてすぐにやめたそうで、その後は、独学で作曲を学び、ベルギーに留学したギタリストです。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：中峰秀雄】 

日本人にはないダンディズムを持っているギタリストというマリアデュオの評価です。イケメンとはまた違

うかっこよさでしょうか。彼も、一時期、新堀合奏団に属していたそうですが合奏が嫌ですぐにやめたそう

です。また、強盗に襲われて腕を切られた経験もあるそうで・・・ブラジルに永住権をもらって住んでいた

り、・・・ 
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【その他の注目すべき記事】 

◼ 「新マエストロ養成講座：長谷川郁夫」：第 19 回は、ソルのギャロップＯＰ32－6 です。懐かしい！ 

◼ 「21 世紀のギター教本＃２：佐藤弘和」：今回は、アポヤンドと消音の解説です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、ガシュインの「魅惑のワルツ」です。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：今回は、オン・コードの解説です。和音

の載せ方ですが、「ベース音に載せる」「和音の上に載せる（コード・オン・コード）」の二通りがある

そうです。サンプル曲として、映画音楽で有名な「80 日間世界一周」が掲載されています。 

 

今回は、「イュラン・セルシェル来日特別インタビュー」もあります。『「遅く弾くこと」が重要だと感じた。バ

ッハの組曲も、真ん中に置かれているゆったりしたサラバンドを中心に、そこにピークを持っていくように取

り組んでいる。まるで富士山の描くカーブのように』と語っているのが印象的でした。 

また、「天津のクラシックギター事情」では、ほとんどの音楽院にギター科があり、毎日 12 時間のトレーニン

グを積んでいるそうです！ただ、テクニックの面だけに力を入れているわけでもなさそうです。 

 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 


